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ロータリーは希望をもたらす

1986～87年度

RI会長M.A.T 力′、ラブ
NolO

第204回例会昭和61年9月2日（火） 晴／曇 ガバナー公式訪問へ

枚500円ですので、事務局までお申し出下

さい。

3． 1987年ミュンヘン国際大会のご案内が来

ております。参加希望の方は事務局までお

申し出下さい。

4． ロータリーの友9月号が来ておりますの

で、お帰りにお持ち下さい。

◇加藤(敏)会長挨拶

先回、胃粘膜が短期間に脱落と再生を、諸

芯の冑自身に於いても毎日繰り返し行われて

いる頭は、御説明致しましたが、再生するに

当って何らかの要因が加われば、その正常細

胞は突然猫細胞となります。一旦、癌細胞に

なった正常細胞は、宿主は死に至るまでどん

どん発育します。その過程をリアルな画像で

御説明申し上げると、食後でもありますので

如何がと存じ、拙い絵で御説明致します。

先回、早期猫について御説明致しましたが、

本日は、進行猫について御説明致します。

このシェーマンは、国立ガンセンターの初代

総長久留勝先生が、ボールマン氏の分類を理

論付けられたものです。早期癌が如何に治癒

率が良く、進行猫は如何に悲惨であるかとい

う顎を、現在の医学統計を示す事によって、

諸君の冑猫に対する認識を喚起します。

◇第260地区塚田和男ガバナー講話

◇“君が代”

◇“奉仕の理想”

◇出席報告”

会員 56名 出席49名

出席率 87．50％

前回 8月26日 （修｢E出席率) 100%

◇ビジター紹介

長野東RC塚田カバナー、名古屋束RC尾関

名古屋第二分区代理 他5名

◇お誕生日祝福

橋本君（7/22)、杉山夫人（9／3）、小林夫

人（9／3）

◇ニコボックス

長野東RC塚田和男ガバナーガバナー公式

訪問に際して

小林 明君8月29日15R,C麻雀大会で、

千種クラブが準優勝致しました。太'1]さん、

成田さん、松藤さん、有り難うこ･ざいました。

夫人お誕生日祝い。

菅原宣彦君ガバナーをお迎えして。創立

4周年を祝って。長らくホームクラブ御無礼

致しました。

水野民也君ガバナーをお迎えして。 9月

7日TV愛知への出演料

橋本義郎君ホームクラブ長らく欠席し、

お詫びをこめて。お誕生日祝い。

杉山貞男君夫人お誕生日祝い。

加藤敏昌君、野村義雄君、堀江宏輝君

松藤国弘君、松居敬二君、成田浪治君
新美 敢君寺澤竹三郎君塚田ガバナ
ーをお迎えして

◇青山幹事報告

1． 本日例会終了後、 クラブア･センブリーを

行ないますので、理醜役員、各委凰反の方

は百合の間にお集まり下さい。

2． 名古屋国際婦人クラブ慈善バザー(9/17)

の案内が来ております。参加希望の方は一

へ
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1月に開催された国際協議会に出席して、

ロータリーについてそれまで漫然と感じてい

たこと自体は間違ってい畦かつたが、 日本の

ロータリーとし.て種々の問題があり、先箪ロ

ータリアンが考えておられる大き葱流れがあ

るんだ葱ということを知ったのであります。

われわれ同期のロータリアンももう一度ロ

ータリーの原点に戻って考え直す必要がある

のでは葱いかとの結論態得たのであります。

日本のロータリアンにとって一番の拠所が

場合によっては変わってくるということであ

ります。

ご承知のとおり、ポール・ハリスが1905年

にアメリカの最も不正の多いシカゴで4人の

仲間と真面目葱職業を遂行しようということ

でロータリー壷始めたわけであります。そこ

から所謂職業奉仕が始まったのです。

その後、 アメリカの国境鞍越えてロータリ

ークラブができ、1912年に国際ロータリー連

合という名前をつけておりますが、 このとき

所謂国際奉仕が生まれたのであります。この

国際ロータリー連合が1922年に現在の国際ロ

ータリに名称変更したものであります。

実はその中間点の1917年に奉仕のあり方に

ついて批判をもっていたメルビン．ジョーン

ズがWE SERVEをモットーIこライオン

ズ・ クラブ協会を設立したのであります。 こ

こでロータリーは集団で奉仕すべきか個人で

奉仕すべきかという論議が起きまして1923年

セントルイスの国際大会において34号の決議

を行ったわけであります。これが所謂23の34

という決議であります。この決議内容には国

際ロータリーがいろいろの事を行なううえで

係わり合う問題が沢山と．ざいます。それで私

共は一度事柄を整理して原点に戻すべきでは

唾いかということであります。23－鍵の中に

クラブの社会奉仕活動はクラブが活動目的を

選ぶべきものであって国際ロータリーがこれ

を命じたり禁じたりすることはいけないと明

確にうたっております。 クラブでの社会奉仕

活動は会員奉仕の訓練をほどこすために考え

られた研究室の実験として位置づけされて、

クラブとしての集団奉仕を可能にしているわ

けです。その後、74年度の国際ロータリーの

理事会においてこの23の34という決議はこれ

巻堅持するということを確認しております。

つづいて78年の第1回の理事会でやはり同じ

ことの決定をしております。ところがその第

4回理事会でこれ鞍拡大解釈し23の鈍の決議

を無視した決定をしました。その年に所謂3

H運動というものが国際ロータリーから出て

きたのです。

いま我々が使っております手続要覧には23

の34号の決議文書はございません。何故消え

たのか、 その理由を先頃の国際協議会の席で

国際ロータリーの理事に求めたところ“あの

文章はロータリーの奉仕の哲学を書いたもの

で非常に難解であり大勢のロータリアンが読

み、なお広めなくてはなら唾いものとしては

不適当として外した。しかし有効ではある”

という説明がありました。

国際協議会終了後シカゴに於いて国際ロー

タリーの規定審議会が開催され、世界各国か

ら240の提案が出されました。この中で女性

会員の加入の提案が23件にのぼりました．し

かしこの案件はいずれも否決さかました。
実は我々が問題にしておりますのはこの中

の203号という提案でございます。86の203

号といわれるもので国際ロータリーが自ら提

案したものであります。これは23-34の代案

の形をとっており、 23-34の精神は守る。し

かし国際ロータリーは奉仕について種々計画、

立案し、 クラブに実施を求めることが出来る

という－項が加えられた形となりました。こ

れまで日本のロータリーは23-34を厳格に守

ってまいりました。戦争中に脱退し、戦後に

再加盟したときも定款、細則は厳守するとい

う誓約を入れております。財団の寄与率、出

席率、会員増強等々どれをとっても世界の中

で優等生の地位老保っております。このよう

な現状のところへ86－203が提案されたわけ

で、 日本の代議員が非常に心配しましたとこ

ろ結局閉会式直前に鞍り国際ロータリー理事

会が自ら取下げ稚いたしました．

世界的な傾向からしますと、 日本だけが何

故この問題にこだわるのだという見方が大勢

を占めております。日本としては先迷の3H

運動というものがこの整理をされずに実施さ

れたということを問題視しているわけです。

また、規定審議会では86－208号でポリオ

プラスキャンペーンが決議されております。

ロータリー創立100年を記念して、世界から

ポリオ以下6種の小児病を追放するという大

事業でございますが日本のロータリーもこれ

に40億円の拠出をすることになっております。

このことも23-34号巻整理しないで出てきた

問題であるといえ、筋からははずれておると

いえます。

このような情勢のもと、我々も戦後40年経

った今、 日本としてロータリークラブを見直

してもいいのではないかという論議が日本各

地に起りつつあります。当然の帰結であると

思います。

最後に女性会員の問題を申しあげますと、

先ほどにもふれましたとおり規定審議会では

否決にな‐､ております。ところがカルフォル

ニァのデュアーテというロータリークラブで

女性会員を加入させ、結果国際ロータリーか

へ

へ
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3． 若い人と協調していくと、ロータリアン

は、いつまでも柔軟性に富み、希望に満ち

あふれていられます。柔軟性と希望という

二つの大切な資質は、青少年とロータリー

が出会い、力を合わせると必ず得られるも

のであります。

（情報抄録より）

◇8月度理事役員会議題

1． 青少年功績賞の件

ボーイスカウト地区委員会に対象者を依

頼済み。

2． 10月職業奉仕月間、優良従業員表彰の件

会員の事業所より勤続10年の従業員を推

薦し、 10月7日の例会で表彰。

3．新入会員候補者の件

理事会承認の上、委員会へ回す。

4． 国際婦人バザーの件

幹事報告で会員に案内し、希望の会員に

協力してもらい券を配布する。

5慶弔規定の件

慶弔規定（内規）一部訂正。

6． その他

○親睦活動委員会･…~…10月10日秋季家族会

に、留学生とお世話頂く清水さんを招待

する。

o国際奉仕委員会……市内15BCが協力し

WCS"､X線医療機器を贈与する為、会

員一人当たりの負担金を300円から1,000

円にアップする事を承認。

◇15RC合同麻雀大会参加

去る8月29日(金)港RCのホストにより、八

勝館にて15RC合同麻雀会が開催されました。

松藤君、成田君、太田君、小林君の4会員の

活躍により団体戦で準優勝に輝き、又、個人

戦でも小林君が準優勝と奮闘致しました。

◇例会変更のお知らせ

豊山一城北RC 9/16(Jj1ORC新入生研修

会の為、犬山グランドホテ

ルにて12;30より

名古屋和合RC 9/17tkIF・S.Mの為、かす

が荘にて17:30より

名古屋名北RC 9/17㈱夜間例会及びF.S.

M.の為、 17:30より

名古屋東南RC 9/25"｢敬老夜間例会｣の

為､9/19(金)ホテルナゴヤキ

ャッスルにて18:00より

◇次回例会（ 9月9日）

講演 ‘青少年の問題行動”

愛知学院大学文学部心理学教授

江見佳俊先生 （紹介黒須君）

◇次々回例会（9月16日）

講演 “歴史に学ぶ”

歴史作家 大内美代子さん

（紹介杉山君）

ら除名されました。同クラブではこれを不服

として裁判に持込み、最後は最高裁に提訴す

るところまで行き、判決はカルフォルニア州

法に違反するということで、結局国際ロータ

リーが負けたのであります。州法あるいは－

つの国の法律によって制限を受けるクラブが

あり得るわけで、今後の規定審議会では女性

会員を入れざるを得ないような定款、細則に

改める必要にせまられている情況になったと

いえます‘．

他にもいろいろ変革されると思われる兆候

がみられます。と申しますのは会員増強のた

めに種々障害がありますがその一つにテリト

リーがあります‘， これには世界中を全部は

ずせという提案がございます。また最も基本

となる職業分類の1業種1名という壁も－業

種で40才以下、40代、50代、50才以上とすれ

ば一業種で4名まで可能となるという考え方
もでてきております。

これらはどれも規定審議会を通らないと決

定しない事柄ではございますが、この様に世

界の流れが変わりつつあるということを申し

たかったのであります。

ご静聴を感謝しましてこれで終ります。

（文責小池）

α畠

一クラブアセンブリー－

へ

例会終了後、塚田ガバナー、尾関分区代理

の御指導のもとにクラブアセンブリーが開か
れました。

各委員長の報告に塚田ガバナー、尾関分区

代理が各々の立場から適切で豊富な御助言を

され、一同熱心に拝聴した充実なクラブアセ

ンブリーとなり、全員の拍手かっさいの中お

二人はお疲れの様子もなく次の訪問に向かわ

れました。

青少年への奉仕
その利己的理由三つ

1．青少年に奉仕すると、ロータリアンは、

自分の住む社会や地域の性格の変化に足並

みをそろえることができます。

2． 青少年との関係が深まると、クラブ会員

は、地域社会に溶け込むことができます。

－3－
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